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安全に関する注意事項

ヒットエアーエアバッグシステム
エアバッグ式安全チョッキ
取扱説明書

11. キーボックスや充電器等の電子機器は濡らさないでください。
　　又、ヒットエアーエアバッグシステムは洗濯、クリーニングはできません。

10. ヒットエアーエアバッグシステムに、針を通したり、エンブレム等の縫付け
　　やアイロンの使用はおやめ下さい。内部の気室を傷つけ、正常に作動しな
　　い場合があります。

9. 保管は、折り畳んだり、荷物の下に置くなどの負担のかかる方法は避け、
 　ハンガーで吊りさげて保管して下さい。又、持ち運びや移動する際も同様で
　 す。 保管場所は、高温多湿の場所は避けてください。

8. ヒットエアーエアバッグシステムが常に正常な機能を維持するために、使用
 　頻度にもよりますが、年に一回程度の定期点検（メンテナンスチェック）を
　 当方に依頼して受けてください。

7. 着用の前には、各部の破損などを自主点検してから着用してください。
　 お気づきの点等あれば、当方にご相談ください。

6. ヒットエアーエアバッグシステム取扱時は、火気厳禁にしてください。
　 タバコ等が原因で、穴があいたり、破れたりした場合は使用できません。
 　又、炭酸ガスボンベを内蔵しておりますので、使用時、保管時ともに40℃以
　 下での使用に限ります。高温になると破裂の危険があります。

5. ヒットエアーエアバッグシステムを着用する場合は、下に着ている衣類の中に、
 　突起物、鋭利な物は入れないで下さい、着用前には必ず取り外してください。
　（例：ピン留めした名札、バッジ、ペン、ネクタイピン等）作動時及び、作動後に
　も気室（エアバッグ）を傷つけ、正常に膨らまない場合があります。

この取扱説明書は、ヒットエアーエアバッグシステムを、安全かつ適切にご利用頂く
ために、必ずお読みください。 また、いつでも読めるように、大切に保管してください。
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取扱説明書で使われるマークは、次の状況を意味します。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、
人が死亡、又は、重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱をすると、
人が外傷を負う可能性が想定される内容
及び、物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

1. ヒットエアーエアバッグシステムは、転倒などから人体を保護する為に使用
    する衝撃緩和保護システム（プロテクター）です、救命衣等の利用は出来ま
 　せん。
2. ヒットエアーエアバッグシステムは必ず、上衣として、サイズのあったものを
　 着用してください。
3. 使用済のカートリッジボンベを取り替える際は、モデル指定のサイズ（容量）
 　のカートリッジボンベを使用しください。封板(底部/ネジ部先端）に穴が開
　 いていないことを確認してご使用ください。
4. ヒットエアーエアバッグシステムは、内蔵のパーツを分解しないでください。

※使用前に必ずお読み下さい

ヒットエアー記録MEMO

作動
展開
作動
展開

作動
展開
作動
展開

作動
展開
作動
展開



前面 背面展開時

前面 背面通常時

赤点
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一度作動したヒットエアーエアバッグシステムは、附属の工具を使って各自で再生させる事
ができます。正しくセットしないで使用した場合、正常に作動・展開しない場合があります。
アクシデント等で作動・展開した際に外傷等の異常が発生したものは再生できません。
エアバッグに異常がある場合やご不明な場合は、取扱店へご相談ください。

エアバッグは、一定の衝撃を受けた際に、センサーが感知しキーボックスの
サーボモータがキーボールを押し上げて作動します。

再生に必要な工具を準備します。
未使用のカートリッジボンベと再生
に必要な工具の六角レンチとセッテ
ィングボルトを準備します。 
カートリッジボンベのサイズは、指定
の60ccサイズを使用下さい。

レバー側にレバー受けがくる様
にして、穴にキーボールを奥ま
で押し込んでセットします。
※赤点が見えなくなるまで押し
　込んで下さい。

エアバッグ（キーボックス）の再生手順

エアバッグ構造

4.キーボールをセットします。

3.セッティングボルトと六角レンチでキーボールの穴が中心にくるよう調節します。
セッティングボルトを
締めるとキーボール
の穴が中心へ移動し
ます。 

1.再生作業は電源をOFFにしてから開始します。
　カートリッジボンベ・工具を準備

2.レバーを元に戻す。

作動時はレバーが”レバー受け”
を押し上げる仕組みになってい
ます。
再生時はレバーを右図の様に
元に戻して下さい。

正しくセットされた状態

誤ってセットされた状態

赤点が見える状態では、誤作動や作動しない場合が
ありますので、必ず赤点が見えなくなるまで押し込ん
で下さい。

赤点が見えない様に奥まで
セットします。

セッティングボルトを外し忘れると
エアバッグは作動しません。

×

◎

セッティングボルト
(附属品)

未使用
カートリッジボンベ60cc

六角レンチ5mm
（附属品）

レバー受け

キーボックス

キーボール

レバー

サーボモータ

セティングボルトセティングボルト

キーボールがセット出来たら必ず六角レンチで
セッティングボルトを外します。

5.セッティングボルトを外します

戻す

キーボックスの下面にある穴に
セッティングボルトを差し込み、 
手で締めます。 きつくなったら
六角レンチを使用下さい。

ベルトループ
※１）
アジャストベルトでウェスト調節の際、必ずベルト
ループに通してからご使用下さい。
ベルトループを通さないで使用し作動した場合に、
ベルトが外れてエアバッグ本来の機能（衝撃緩和）
を損なう恐れがあります。

※１）アジャストベルト

ベルクロ(メス)

ベルクロ
(オス)

キーボックス

キーボックス

センサー

センサー（充電池）
スイッチ

センサー（充電池）

サイズ調節

1. 電源ON/OFF
　・電源は引手を引いてON
 　（ONにすると”ピッピッ”という
      電子音が鳴ります）
　・金属の突起を指で押してOFF
2. スピーカー
3. LED 
　緑…電源ONで点滅して消灯
   オレンジ…電源ONで点灯(電源ONで、充電池容量低下時点滅)
   ※電源をONにすると緑とオレンジのLED両方が点灯し、正常であれ
　　ば緑のLEDが点滅後消灯し、オレンジのLEDのみが点灯します。
4. 充電ポート
5. USBポート（micro-B)…PC接続で、測定値データの読み出し。 
6. 手動押しボタンスイッチ…手動でサーボモータを作動。

脊髄パッド
ベルクロ装着式

衝撃を感知し
作動します

首気室

背中気室

（フラップ開閉式）

首気室
作動時に衿フラップ
内部のエアバッグが
瞬時に膨らみ
ベルクロを外して
起き上がります

脇気室

背中気室

尻(腰)気室
作動時に腰部に
収納された
エアバッグが
瞬時に膨らみ
飛び出します

4
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1スピーカー

電源
OFF
電源
OFF

尻（腰）気室
（マチ収納式）

ONON
OFF

CO2
カートリッジボンベ
60cc

キーボール

レバー受け

レバー

サーボモータ

胸気室

この装置は内部に組み込まれている圧縮
バネと針が連動し、カートリッジボンベの
底部（封板）に穴を開けて炭酸ガス（CO2）
を送り作動・展開します。

1

レバー受け

キーボックス

キーボール
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6.使用済カートリッジボンベを回してキーボックスから外します。

カートリッジボンベ
のシールの指示方向
に外します

カートリッジボンベ
のシールの指示方向
に締めて取付けます

8.各気室を収納してマジックテープを留めます。

キーボックスカバー
を閉じて完了です

締める締める

②尻（腰）気室を中側に収納しマジックテープを留めます

①首気室を収納しマジックテープを留める

②

①使用済カートリッジボンベ
は底部（封印板）に穴が開
いています

平坦な場所にエアバッグジャケットを
広げて各気室部分を押すようにして
ガスを抜き出して下さい。 
根気よく、ほぼ完全にガスが抜けるま
で行って下さい。

7.エアバッグ（気室）からエアを抜きます

使用済カートリッジボンベを取外した際、キーボック
ス内側の針に損傷が無いか確認してください。
針に損傷がある場合は、取扱店にご相談ください。
針が損傷した場合、エアバッグは作動しません。

キーボックス内側の針キーボックス内側の針

9.未使用の適合カートリッジボンベを取付けます

カートリッジボンベの付根
はネジになっていますので、
使用済カートリッジボンベ
を回しながらキーボックス
から外します。

エアバッグ（キーボックス）注意点

1.レバーの戻し忘れ (再生作業は電源をOFFにしてから開始してください）

レバーを戻し忘れると、キーボールが抜けませんので、エアバッグは作動しません。

正しくセットされた状態

誤ってセットされた状態

一度作動・展開したヒットエアーエアバッグシステムは、附属の工具を使って各自で
再生する事ができます。
以下のとおり再生を正しくセットしないで使用した場合は、正常に作動・展開しない
恐れがあります。
参考にしてください。

作動時は、レバーが”レバー受け”を押し上げてキーボールが抜ける仕組みになっ
ています。
再生時は、レバーを下図の様に必ず戻してください。

2.キーボールの誤セット

3.セッティングボルトの抜き忘れ
キーボールをセット完了後、セッティングボルトを必ず抜いて下さい。
セッティングボルトが付いたままでは作動しません。

セッティングボルトと六角レンチで穴の位置を調節します。
レバー側にレバー受けがくるように、穴にキーボールを奥まで差し込んでセットします。
キーボールのセットは、赤点が見えないように奥までセットします。
赤点が見える状態では、誤作動や作動しない場合がありますので、必ず赤点が見え
なくなるまで押し込んでください。

正しくセットされた状態 誤ってセットされた状態

赤点が見える状態では、誤作動や
作動しない場合がありますので、
必ず赤点が見えなくなるまで押し
込んで下さい。

赤点が見えない様に奥まで
セットします。

×◎

キーボール

レバー

レバー受け

×
×

カートリッジボンベのねじ込み
が緩いと、エアバッグ作動の際
に膨らみが弱くなるなどの誤
作動の原因になります。
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アフターサービス（お手入れ・保管方法、交換の目安） ヒットエアーエアバッグシステム 保証書
お手入れ方法

保管方法

交換の目安

アフターサービス

CO2カートリッジボンベの取扱い

11. 通常時（使用時）は、セットしたカートリッジボンベを回して緩めたり外した
　　りしないでください。

◯一度作動（使用）したカートリッジボンベは使用できません。
　（使用済カートリッジボンベは底部（封印板）に穴が開いています）
　未使用の新しいカートリッジボンベとお取り替え下さい。

◯キーボックスよりキーボールが抜けた際に、圧縮バネが針と連動し、カートリッジボンベ
　の底部（封印板）に穴を開けて、カートリッジボンベ内のガスを各気室へ送り込みます。

◯カートリッジボンベ内には炭酸ガス（CO2）が充填されています。

7.  モデルによってカートリッジボンベのサイズ（容量）が異なります、交換の
　  際は必ずモデル指定のサイズ（容量）をご使用ください。 
  　60ccをご使用ください
8.  ヒットエアー以外の用途で使用しないでください。

9.  ヒットエアー製カートリッジボンベ以外は使用できません。

10. 子供の手の届かない所でご使用、保管してください。

6.  カートリッジボンベを切断したり、穴を開けるなどの行為はおやめください。

5.  使用済のカートリッジボンベはガスがはいっていない事を確認してから
  　廃棄してください。

4.  カートリッジボンベの外面をサビさせないで下さい。サビ等が発生した
　  場合は新しいものとお取り替えください。

3.  カートリッジボンベを加熱しないでください。

2.  カートリッジボンベに強い衝撃を与えないでください。

1.  カートリッジボンベは、40℃以下で使用及び、保管してください。
    （高温となる車中などでの保管はおやめください。）

◯カートリッジボンベをキーボックスに取付ける際に、ねじ込みが足りないと針がカート
　リッジボンベ底部（封印板）に届かず作動しない場合や、作動してエアーバッグが膨ら
　んでも数秒後に遅れてゆっくり膨らむ様な誤作動の原因になります。
　カートリッジボンベの取付けは、必ず根元までねじ込んでご使用下さい。
下記の注意事項を守ってください。破裂の危険性があります。

12. 再生作業等でカートリッジボンベを外した場合、カートリッジボンベを
     キーボックスに取付ける際、根元までいっぱいにねじ込んでください。

1.ヒットエアーエアバッグシステムは洗濯・クリーニングは出来ません。
2.水に浸けないでください。
3.雨天などで濡れた場合、日陰干しをしてください。

ヒットエアーエアバッグシステムの表面が汚れた場合
・濡れタオル等で汚れを拭き取るようにしてください。

キーボックス、充電器等の電子機器は濡れると故障の原因になりますので、
濡らさないでください。

1. 生地部分がこすれたり、ほつれたりしてきた場合。
　 又、それによって内部気室（ポリウレタンフィルム／白色）が見えてきた場合。
2. キーボックス部分やカートリッジボンベにヒビ、サビが発生した場合。
3. 各素材が著しく変色、変化が生じた場合。
4. 電子機器に異常が生じた場合。

ヒットエアーを何のトラブルもなく正常に使用された場合でも、以下の様な状態
が発生した場合は、新しく買い換えるか取扱店にご相談ください。

ヒットエアーエアバッグシステムを永く安心して使用するために、次のような所や条件
下では保管しないで下さい。
1. 高温になる所（直射日光の当る場所、車中、ストーブの近くなど）
2. 雨漏りする場所　　3. 蒸気のあたる場所　　4. 湿気の多い場所
5. 他の物の下積み　　6. ネズミなどの害のある場所　　7. 子供の手の届く場所
8. 折り畳んだり、丸めたりしての保管（ハンガー掛けにしてください）

〈修理を依頼される時〉
　修理により商品の機能が維持できる場合に、ご希望により有料で修理させていただき
　ます。 詳しくは当方へお問い合せください。
〈メンテナンスチェックをご希望の場合〉
　ヒットエアーエアバッグシステムが常に正常な機能を維持するために、使用頻度にもよ
　りますが、年に一回程度の定期点検（メンテナンスチェック）を依頼して受けてください。
3年間メンテナンスフリー《メンテナンスチェック無料サービス》
　・ご購入日から３年間は無料でメンテナンスチェックを受けられます。
　・お客様から弊社への送料はご自身の負担になります。(送料元払い)
　・メンテナンスチェックの際、損傷の度合いによって再生出来ない場合があります。
　・修理や部品交換により再生可能な場合は、別途お見積り(有償)となります。

充電方法

充電池の充電方法

充電完了時の手順と注意
充電完了の際は、最初に必ず充電池の充電ポート３から抜いてください。
１や２を先に抜くと充電池が故障します。

充電器

2Sポートに接続

充電池
（本体に装備）

充電
ポート

3
1

バッテリーインジケータ：LiPo
充電電流スイッチ：1Aを選択

赤点滅

充電器内容物一覧

黄点滅 緑点滅

緑点灯
（完了）

バッテリーインジケータ（LED)

①
① 充電器
　 (G4 MULTI CHARGER）
② AC電源コード　
③ ケーブル
④ 取扱説明書（必ずお読みください）

②③

①. 充電器から電源(コンセント)に接続
②. 1黒と赤コードを同色の充電器ポートに接続
③. 充電器の2Sポートに2を接続
④. 充電池の充電ポートに3を接続
 　充電確認
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1. 保証発効
　この保証書は、ご購入いただいた販売店が、保証登録書に必要事項を記入、捺印する
　事により、有効となります。

2.保証内容
　○弊社が製造したヒットエアーエアバッグシステムを構成する各部品の材料、又は、製造
　　上の不具合が発生した場合は、その部品の交換、又は、補修により、無料で修理致しま
　　す。その際に、取りはずし、交換した部品は、弊社の所有となります。
　○使用後のウエア（生地、パーツなど）及び、内部気室（ウレタンフィルム）の破損について
　　は、保証の対象になりません。

3.保証期間
　○ご購入日より一ヶ年
　○通販等によってご購入の場合、発送日より1日後から一ヶ年となります。 

4. 保証できない事項
　1）.次に示す事項は、保証修理致しません。
　　①使用上の誤り及び、不当な修理や改造による事故及び、損傷。
　　②取扱証明書などに示す取扱方法と異なる使用に起因する不具合。
　　③保守、整備の不良、又は、間違いに起因する不具合。
　　④弊社以外の者（販売店、販売会社を含む）の取り付けた、指定外部品及び、
　　　それに起因する不具合。
　　⑤指定部品であっても、異なった取り付け、操作によって起因する不具合。
　　⑥地震、台風、落雷、水害などの天災、事故、又は火災に起因する不具合。
　　⑦経時変化、あるいは、使用頻度により発生する不具合。
　　　（各パーツの色あせ、ほつれ、サビなど）
　　⑧機能上影響のない感覚的現象（しわ、色あせ）、外観の劣化。
　　⑨海外へ持ち出された場合（その時点で保証は打ち切りになります）
　2）.次に示す費用は負担致しません。
　　①メンテナンスチェック及び、整備にかかる費用。
　　②使用によって消耗した部品。
　　③使用及び、再使用出来なかった事による不憫さ、及び、損失など。
　　　（電話代、レンタカー代、休業補償、営業損失など）
　　④指定販売店以外での修理費用。

5. 保証の適用
　この保証書は、日本国内で販売し、使用される商品のみに適用します。よって、海外へ持ち
　出す場合は、その時点で保証が打ち切りになります。

電源ONの使用時に充電池容量が低下すると、LEDオレンジが点滅、電子音が”ピッピッ”
と鳴り続けますので充電してください。

LED緑

LEDオレンジ
充電
ポート




